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（３）安全教育
１．目 標

自分や他人の生命を尊重し、日常生活を安全に保つために必要なことがらを理解させ、行動
できる子どもを育てる。

２．努力点
（1）廊下や階段での右側通行、静かな歩行を徹底する。
（2）非常時でも冷静に行動できるよう、平素から訓練する。
（3）校内の安全点検を実施し、安全管理に努める。
（4）交通規則を理解し、それを守るように努める。
（5）通学路の安全点検をする。

３．指導内容
（1）廊下・階段の歩行、教室での過ごし方の指導
（2）避難訓練（災害・不審者）の実施
（3）定期的な安全点検の実施
（4）交通安全教室の実施
（5）安全な登下校の指導

緊急避難時の下校について

●児童が登校し、学校生活を送っている途中、暴風雨警報等が発令されたために、速やか
かつ安全に児童を下校させる場合の手順

①家庭に連絡しないで自宅等へ帰る子
↓ （担任は該当する子を把握する）

保護者から、緊急時には必ず帰るように決められている場所
（自宅や祖父母宅等）に帰らせる。

②家庭に連絡して、どこへ帰るのか、または、保護者が迎えに来てくれるのかを訪ねる
↓ （担任は該当する子を把握する）

ａ．保護者からの指定の場所を伝えてから帰らせる。

ｂ．迎えに来てくれる子は、玄関南側で待って迎えの人と一緒に帰らせる。

③時刻を決め、一斉に教室から帰す
↓

ａ．兄弟姉妹のいる子は、上の子が下の子のクラスに迎えに行ってから一緒に帰る。

ｂ．兄弟姉妹のいない子は、できるだけ近所の子と一緒に帰る。

④安全確保のため、担当者が決められた通学路を子どもと一緒に歩く
↓

ａ．校長、学推(2）、養護、専科が先に、担当の通学路を歩き、安全確保を行う。

ｂ．各担任は、クラスの全ての子が帰ってから、他の通学路を歩き、安全確保を行う。
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４．指導計画

月 学校安全指導計画（校内） 交通安全指導計画（校外）

・廊下や階段を正しく歩けるようにする。 ・スクールゾーンの旗を立てる。

４ ・正しい歩行をし、登下校ができるようにす

る。

・登校指導

・避難時の基本的動作を身につける(地震･火災) ・登校指導

５ ・遠足の安全指導 ・交通安全教室（１・３・５年）

・社会見学の安全指導

・雨の日の遊び方を工夫する。 ・雨の日の安全な歩行ができるようにする。

６ ・登校指導

・正しい自転車の乗り方ができるようにする

・水泳のきまりを守れるようにする。 ・水にひそむ危険について知り、安全に行動

７ ができるようにする。

・夏休み中の安全指導 ・登校指導

・遊具や運動場の安全な使い方を知り、楽 ・スクールゾーンの旗を立てる。

９ しく遊べるようにする。 ・緊急時の登下校が安全にできるようにする

・登校指導 ・下校指導

・避難時の基本動作を身につける。(地震･津波) ・交通ルールを守り、安全に登下校できる

10 ・修学旅行の安全指導 ようにする。

・遠足などの安全指導 ・登校指導

・校内での危険につながる場所をみつけ、 ・登校指導

11 解決方法を考え、行動できるようにする。

・加太合宿の安全指導

・冬休み中の安全指導

12 ・登校指導

・寒い季節の安全な遊びができるようにす ・寒い季節の歩行の仕方を考えさせ、安全に

１ る。 登下校できるようにする。

・体育の持久走などの安全指導 ・登校指導

・不審者侵入時の避難訓練

・いろいろな場合の避難の仕方を知り、そ ・寒い季節の安全な遊びができるようにする

２ の場に応じた安全な行動ができるように ・登校指導

する。

・１年間の学校生活について反省する。 ・校外でのくらしについて反省する。

３ ・春休み中の安全指導

・登校指導


